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第１回生駒市総合計画審議会（第三部会） 

開催日時 平成２８年７月２０日（金） １３：３０～ 

開催場所 生駒市役所 特別会議室 

出席者 

（委員） 幸元委員、梶井委員、村上委員 

（事務局）石畑市長公室次長、坂谷政策企画推進課長、 

岡村政策企画推進課課長補佐、日高政策企画推進係長、高松政策企画推進係員 

欠席者  加藤委員 

議事内容 

(1)各小分野の検証 

(2)その他 

【事務局】   開会宣告、配布資料確認 

        以下、発言要旨    

Ｎｏ．２１１母子保健 

【幸元部会長代理】 生駒市では幼稚園に３歳から入るので、幼稚園に行かない子あるい

は保育園に行かない子が３歳を過ぎればほとんどいない状態になる

と想像できる。こうなると、健診内容に特に差がなければ、この３

歳半健診というのは今後もっと減ってくるのではないかと思うがい

かがだろうか。 

【事務局】     ３歳半健診については、今後の方向性を検討しているところではあ

る。 

【梶井委員】    今、子どもを産みたいと思っている人が減っているということなの

で、取組としては、ここ数年でよくなってきているとは思うのだが、

このまちで子どもを産みたいと思えるかどうかが重要である。例え

ば大阪だったら子どもは１人でいいと思うところを、生駒市ならば

２人、３人が当たり前というような、安心して子どもを産める、子
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育てができるということをもっとＰＲするようなポイントがあれば、

出生率も上がるのではないかと思っている。 

【幸元部会長代理】 出生率の減については、やはり育児不安、不妊、保育所という点や

経済的な面もあったりすると思うが、市民実感度、市民の役割分担

などを見ると、特に市民実感度の２番目の方、子どもの成長と発達

の支援という部分に関しては、もう順調に進んでいるんじゃないの

かなと判断できる。進捗度については行政の進捗度がＢ、委員もＢ

が多数だが、進捗度はＢでよろしいか。 

（異議なし） 

Ｎｏ．２１２保育サービス  

【梶井委員】    保育に関しては、園の増設とか、いろんなところで待機児童ゼロを

目指して取り組んでいて、頑張ってくださっていると思っている。 

【幸元部会長代理】 待機児童については、当初見込んでいた数字が予想以上に多くなっ

たということと、施設整備の方がそれに追いついていかなかったと

いうことである。もちろんできればゼロにしていただきたいが、今

現在では努力して頑張ってやってくださっているのかなと思う。 

【村上委員】    先ほどの項目も含め、若い世帯の方がやっぱりもっと未来を担う子

どものことを考えて、産んで育てられる社会になったらいいなと望

んでいる。 

【幸元部会長代理】 学童保育についてだが、施設としての適正な基準を満たしていると

伺っているが、少し気になるのが、体調不良のときに使う安静室の

ようなところの確保はできているのか。 

【事務局】     保健室、安静室という名前では部屋は設けてはいないが、例えば２

階建ての学童の場合なら２階に部屋を設けて、風邪になったりけが

をしたりした子をそこで休ませるということにはなっている。１階

建ての学童ではカーテンレールのようなもので間仕切りをして、そ

こを保健室という名目で使っている。 

【幸元部会長代理】 進捗度については、４人ともが行政の進捗判断と同じＣということ

で出ているが、進捗度はＣでよろしいか。 
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（異議なし） 

Ｎｏ．２１３子育て支援 

【幸元部会長代理】 行政で検証した進捗度についての意見ということで、核家族が多い

ため近隣とのつながりを密に広げる取組をお願いしたいということ

と、子育て相談につなげ虐待予防に効果を上げているという意見が

出されている。このほか何かご意見あるだろうか。 

【梶井委員】    テレワーク、インキュベーションセンターについて、規模的にはど

のくらいの大きさなのか。 

【事務局】     アコールいこまもやい館の３階と４階で大体６スペースぐらいを稼

働できるようになる予定である。また、起業を志している方同士の

社交や懇親が図れるようにコワーキングスペースも設ける計画で今

進めている。 

【幸元部会長代理】  それでは進捗度について、行政の進捗度はＢ、我々もＢとなってい

る。皆さん進捗度はＢでよろしいか。 

（異議なし）  

Ｎｏ．２２１幼稚園教育 

【幸元部会長代理】 こちらに関しては、市民実感度も高いし、市民が１人でできる役割

分担でも幼稚園教育に関心を持っているからこそ、約７０点という

数字が出てきているんだろうと思う。これに関しては、これからも

市民一人一人が高い意識を持っていただけるように行政には頑張っ

ていただきたい。またハード面のことに関しては、これから耐震だ

けでなく、遊具等でも安心安全の点検をきちんとしていただきたい

と思う。 

それでは進捗度について、行政の進捗度がＢ、我々も全員Ｂとなっ

ているが、進捗度はＢということでよろしいか。 

（異議なし） 
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Ｎｏ．２２２学校教育 

【幸元部会長代理】 防犯カメラの設置の進捗はどのようになっているのか。 

【事務局】        現在、通学路等の防犯カメラ設置を進めている状況である。 

【幸元部会長代理】 それをどこが管理してどういうものにするのかという難しい問題も

ある。 

【事務局】     現在カメラの設置補助という形で自治会に補助を出している。 

【幸元部会長代理】 学校について、耐震化はほとんど終了しているのか。 

【事務局】     学校の方は終わっていて、あと幼稚園が一部残っている。 

【梶井委員】    指標について、１日３０分以上読書している児童生徒の割合が指標

になっているが、これは設問２の「子どもの個性や自己有用感、自

他の生命を尊重する意識をはぐくみ、心の教育が充実している」と

いう項目に対しての指標と考えてよいのだろうか。 

【事務局】     そうである。この指標に関しては補助指標の検討が必要と考えてい

る。 

【幸元部会長代理】 学校図書館司書は今現在まだ全校に１人配置はできていないのか。 

【事務局】        現在２０校中１７校に配置している。 

【幸元部会長代理】  市民実感度は５８.６点と高いが市民の役割分担が２７.３点である。

今、若い保護者の皆さんはインターネットを当たり前に使えるが、

高齢者の方がインターネットを簡単に開くことができるのかなとい

うのが少し気になる。というのも以前は、紙ベースで学校の授業の

予定とか報告が地域に回覧等で回ってきていたのが、今は廃止にな

っている。やはり開かれた学校づくりという点で考えると、地域と

の連携を重視するという意味で、そういうことについても、もう少

し検討していただけたらと思う。ほかになければ、進捗度について

の確認をさせていただくがよろしいか。行政の進捗度がＢで、審議

会側もＢが多いが、皆さん進捗度はＢでよろしいだろうか。 

（異議なし） 

Ｎｏ．２２３特別支援教育 
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【幸元部会長代理】 市民実感度が５５.９点であるが、目標値に達していない指標が多い。

また市民の役割分担のところで「特別支援教育を理解してその教育

に協力している」という項目が２６.４点と低くなっている。これの

解決策として、バザーや作品展といった行事に参加することで、市

民の役割分担の数字も上がってくるんじゃないかと思う。現時点で

取り組むべきことは順調に取り組まれていると思うが、課題として

考えられていることもはっきりと出ているので今後に期待したい。

それでは進捗度について、行政の進捗度がＢ、委員としてもＢが多

いが、進捗度はＢでよろしいか。 

（異議なし） 

Ｎｏ．２３１生涯学習 

【梶井委員】      生涯学習については、分野として大きく２つに分かれて、高齢者向

けの生涯学習の部分と、あと、ビブリオバトルとか子ども読書活動

とか、そういった子どもの読書に関する部分とに二分化されるよう

に思う。市民実感度の点数が高いのは、やはり高齢者の方の回答が

多いからなのだろうか。 

【幸元部会長代理】 幅広い年代にアンケートを行っており、高齢者の多くがより生涯学

習というものに満足しておられる結果なのではないだろうか。 

進捗度については行政の進捗度がＣ、我々も全員Ｃとなっているが、

進捗度はＣでよろしいか。 

（異議なし） 

Ｎｏ．２３２青少年 

【幸元部会長代理】  若者自立無料相談についての分析について事務局から何かご意見あ

るだろうか。 

【事務局】      無料相談は平成２５年から始めていて、ニートやひきこもり青年層

の方の相談ということで進めてきた。相談件数は毎年増えてきてい

る。この相談内容の分析や結果を基に、問題解決への具体的取組を

検討していて、相談を受けたケースごとに、ケース会議を行ったり、
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そのケースに応じて各団体の代表者の方が集まっていただいて、そ

の問題解決について各関係機関へのつなぎの役割を果たしたりして

いる。 

【梶井委員】      今までひきこもりやニートの若者に対する対策というのがあまりこ

の検証シート上でＰＲされてなかったような気がする。しかし最近

啓発ポスター等をよくあちこちで見かけるようになった。青少年の

リーダーを育成するという取組がある反面、こういったひきこもり、

ニートの若者たちを救済するような取組もとても大事なことなので、

半々の割合で進めていっていただけたらなと思っている。 

【幸元部会長代理】 ユニバーサルキャンプ等の、いろんな支援を今、取り組んでいただ

いていて、そういったこれからの時代を担っていく人材を育てよう

という意識はとても高まってきているのかなと思う。 

【梶井委員】       若者のリーダー育成についての評価がすごく低いが、例年よりもこ

の１、２年、若者の会がすごくベルテラスでのイベントとか商店街

でのイベントとか、若者中心でいろんなグループができて、活動と

してはとても盛り上がっていっていると私は実感している。 

【幸元部会長代理】 それでは進捗度についてだが、行政の進捗度がＢ、委員としても全

員Ｂとなっている。進捗度についてはＢということでよろしいだろ

うか。 

（異議なし） 

【幸元部会長代理】 本日予定していた審議案件については以上である。全般的に何か皆

さんからご意見等あるだろうか。ないようならこれで終了とさせて

いただく。皆さん、本日はありがとうございました。 

【事務局】       庶務連絡、閉会宣告。 

── 了 ── 


